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	  　おひとり様が増えていく
　　　　　　一人暮らし高齢世帯一千万へ


総務省が「敬老の日」に合わせて６５歳以上の高齢者の人口推計を発表しましたが、高齢者は３６１９万人と前年より５万人減ったが、総人口に占める割合（高齢化率）は０・１ポイント増え、２９・４％で過去最高となりました。
今年の十月も食料品の値上げがありました。近くのスーパーへ行くと、値上げの影響もありますが、「一人向け」と思われる商品が増えているように思えます。キャベツは「半分」で棚に並び、白菜は１／４が基本、大根も１／２、玉葱は袋売りもありますが、１個売りのコーナーができています。ブドウは１房の１／２がカップに入って売られています。肉も刺身も小さなパック詰めが用意されています。
さて、先日自治退県本部の会員の方がお亡くなりになり、発見されるまでに日数を要しました。警察庁が発表した今年１月～６月の間に自宅で亡くなった一人暮らしの人（孤独死）は全国で４万９１３人に上り、前年同期より３６８６人増えました。そして死亡推定日から警察が把握するまでに８日以上かかった「孤立死」は、１万１６６９人でした。「孤立死」のうち６０代以上が３万４３９３人で８４％を占めています。
今、若者の間では結婚に「後ろ向き」な人が増えています。
「出生動向基本調査」を基にした分析では、２０代・３０代の独身男性の結婚意思において、二〇二一年では半数以上が結婚に「後ろ向き」であり、全体の２０％が「一生しない」と回答しています。
「結婚しない」「結婚できない」理由の一つが経済問題です。民間会社が実施した「２０代の金銭感覚についての意識調査」では「結婚に最低限必要な年収」として、二〇一四年には「３７９万円」であったものが、二〇二四年では「５４４万円」と１・４倍になっています。二〇一四年の２５～２９歳男性の平均年収は「３８１万円」で同年の「必要年収」と均衡していますが、二〇二二年の平均年収は「４２０万円と１・１倍」の上昇にとどまっています。この一〇年間、物価の上昇に収入が追い付いていないこととなります。
「結婚できない」「二人目の子供を望めない」家庭が増えています。
日総研によると二〇五〇には「独居の高齢者」が一千万人を超え、「子供のいない独居の高齢男性」が五百万人を超えると推計されています

　　　　　　（大久保光夫）


　九月二六日に、いちょう会会員と同伴者、併せて十四名で町田にある「泰巖歴史美術館」を見学しました。
　美術館に入って、真っ先に目に入ったのは「金」と「朱」に彩られた、きらびやかな安土城「天主」でした。
　この美術館は、織田信長に関する歴史資料を集めた個人のコレクションを一般に開放したものです。信長や同時代の武将が発した文書や、肖像画、茶道具、刀、　
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鎧などが展示されていますが、なんといっても「目玉」は実物大に再現された安土城「天主」の一番上にあたる「二層」です。琵琶湖の畔に建てられた安土城は、明智光秀の謀反による「本能寺の変」の折に喪失しましたが、今に甦ったようです。
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参加された狩山さんは「信長に焦点を当てた美術館で勉強になりました」と。
リレートークの
リニューアル
　　　　　　　　　　山崎公江
　一年前、経済リレートークで始めたこのコーナーですが、リレーが続かず、幹事会で話し合ったところ、仕切り直しとなりました。テーマを決めると縛られるから、次の書き手を指名するリレーは続けて、自由に書いてもらうコーナーとしてリニューアルすることになり、最初の書き手となりました。
　今、週に二日、労働組合の相談員をしているのですが、共通するテーマは、「上の人に楯突くとハズされる」という話です。今まで、自由にいいたいことを言ってきた私としては、何で？と嘆くばかりで、幹部の言う事に疑問を持たない社員ばかりになっては脆いのではないかと思うのは私だけではないと思うのです。
　一人の思考には限界があるので、色々な人が自由にモノが言える組織でないと社会の人々のニーズが掴めないなどマーケッティングにも失敗。組織の中に労働組合があることもその一つです。組合員は自由に考えて言いたいことをいう。そのような場があることで、職場の民主主義を育てることが出来るし、居心地の良い職場がつくれると思います。
　次は、岩本晴代さんに。

地公退高齢者集会
　　　　　　　　　九月十七日
　地公三単産（自治労、日教祖、全水道）とその退職者会により「安心・信頼の社会保障制度の確立を」目指して開催され、望月記者による「新たな戦前、ＳＮＳ時代、広がる排外主義、軍拡国家日本」と題する記念講演がありました
　全国高齢者集会
　　　　　　　　　九月十八日
　「生き生きと安心して暮らせる社会をつくろう」をメインテーマに開催され、俳優の杉良太郎さんによる「世のため、人のために　どう貢献できるか」の講演がありました。
　いちょう会からは、二日間に延べ７名が参加しました。

「岸まきこ」さん　から
　メッセージが届いて
いますので紹介します
みなさん、いつも大変お世話になっております。自治労組織内・参議院議員の「岸まきこ」です。
七月二十日が投開票日となりました、参議院議員選挙が終わりました。

まずは、私「岸まきこ」が、二期目の議席を得ることができましたことをご報告させていただきます。お一人おひとりから頂いた議席の重みをしっかりと受け止め、これからの六年間、全力で頑張る決意です。
　今回の選挙戦では、衆議院に続き参議院でも与党過半数割れとなる結果を得ました。しかし、対立や分断を誇張する政党が躍進したこと、そして立憲民主党の党勢や現下の情勢を踏まえると、素直に喜んでばかりはいられません。立憲民主党は、対立と分断を是といたしません。多様性を認め合う社会、人権が尊重される社会、公共サービスや社会保障がより整った社会をめざします。
　そのためには、公共サービスの最前線で働く、みなさんの現場の抱えている課題の解決が必要です。公共サービスに求められる質と量がともに増えていく現状、そしてその一方で人手不足が続く中で懸命に働いている方々に見合う賃金・労働条件の改善が待ったなしの状況です。

　いただいた議席を活かすために、私「岸まきこ」は、自治労に結集する働く仲間の代表として、公共サービスの現場で働く皆さんの声と想いを国政に届けてまいります。そして、誰もがどこに住んでいても安心して働き暮らしていける社会の実現のため、全国の仲間の声を力に、取り組みを進めます。
　結びに、みなさんのますますのご発展とともに、ご家族のご健勝を祈念申し上げ、メッセージとさせていただきます。
　参議院議員
　　　　　　　　　岸まきこ
   　いちょう歌壇
      　北斎ならば
　　　　　　                            滝　沢　　章    
名も知らぬ若木の生くる一円の命つづくか電子の時代
筆圧に合はせ２Ｂに持ち直すペン胼胝のこゑ静まるやうに
夜の深けて窓にどさつと羽音立つ明かり恋しか海鳥たちも
わがメール故人のもとへ送りけりああ無常なる eq \o\ad(\s\up 11(きのふ),昨日)の一日
サーファーの浪裏くぐる軽業を如何にゑがくや北斎ならば     
雨上がりビニール傘に身がすくむ吾の目先のつばめ返しに
若竹がそろりころもを脱ぎ捨つる千草のはだへ次々晒し
宮中の儀式に植うるニホンマサリ幻を見る思ひしにけり
片手なき猿が畑に遊びゐて遣らへばにんじん抱へゆきたり
浴槽を持たぬ暮しも厭きたるか畳める湯船売れてゐるらし
　

　私たちは今
会員のお便り

　「無題」
　　　　　竹内直康（鎌倉市）
　定年退職して早十八年、この間大病もなく、無事過ごしてきました。さて今年の猛暑は災害級ともとれる程の暑さでした。何十年に一回の異常気象だとニュースでも報じていたように、家から外に出る気にもなりません。
　私は週に一回、リハビリで家の周辺を看護士さんと散歩することが現在、唯一の外出です。それ以外は朝からテレビを見て過ごすのが毎日の日課になっています。
　「無題」
　　　　　鈴木新太郎（横浜市）
　後継者に恵まれない自治会長８年目と、自治労横浜・市労連組織内市議後援会の縁で、昨秋から地元区の選管委員を勤めています。
　今年は、４月の市議補選・７月参院選、８月市長選とメジロ押しで、えらい目に…。
　体調では、現役時の狭心症に始まり、５年前の心筋梗塞と今年５月にはペースメーカーを埋め込みました。カミさんとはどちらが面倒診てるか言い合って、八十ひとつ前になりました。
　概ね、まあまあの人生かと思い返します。
　「私の健康法」
　　　　　滝沢　章（海老名市）
　六〇代後半に二度も足底筋膜炎を発症し、杖を持つ不自由さを体験した。七十を契機に一念発起。毎日の速歩に加え週二回、プールでのアクアトレーニングを開始。今年で十一年目を迎えた。専門家による効果的な鍛錬である。足底筋膜炎の再発はなくなり体幹の強化や体力の向上、風邪をひかない等の成果を実感している。生活にリズムが生まれ、リフレッシュできることも魅力である。生涯続けていきたいと思う・
「私たちは今」（近況報告）
　　　　の原稿を募集します
・目的　近況報告を通じて会員相互の交流促進を図ります
・題名　短く、簡単に
・氏名　明記します
・字数　二〇〇字程度
・締切　随時
・注意　誹謗中傷等は掲載不可
・送付先
　　東京都大田区西六郷
　　　四～六～二四～五〇九
　　　　　　　　大久保光夫
　さよなら原発、全国集会
　　　　　　　　　九月二三日
　「『さよなら原発』一千万署名市民の会」、落合恵子さん他主催の集会が代々木公園で開催されました。
ステージでは、「半農半歌手」のＹａｓさんの歌で始まり、落合恵子さんや、福島原発告訴団の中路さん、柏崎刈羽原発県民投票の会の皆さんが、原発の危険性を訴えていました。
　　「銀杏」原稿募集中
　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。
　原稿をメールの添付ファイルでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。
・郵送の宛先も表題部を参照してください。
・原稿締め切りは十二月十五日

訃　報

　　ご冥福をお祈りいたします
　

　　　　浅田忠昌さん
　　　　石渡幸三さん
　　　　大用　清さん

　　　　永野安雄さん
　　　　三柳秋二さん

    　　安土城天主は豪華絢爛


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泰巖歴史美術館








